
㈱幼保経営サービス　コンサルティング部では、法人・園の経営・運営の悩み事に対応しています。
チャイルドグループの各事業部のノウハウをQ&A形式でお届けします。

子どもの入園が昨年度に
比べて少ないのですが、
今後の経営が心配です
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　厚生労働省が公表した人口動態調査によると、2023 年の国内での

出生数は 72万 7277人で前年より 4万 3482人減り、8年連続で過去最少を

更新したとありました。今後も少子化は加速すると考えられ、保育施設の

経営も厳しくなってくるものと考えられます。

　このような状況下で、令和 6年度は定員割れ施設が増加してきており、

早急に対策していくことが求められてきています。そして、今年度から

試行的にスタートする子ども誰でも通園制度も各施設で経営面、安全面、

職員負担などを考え、導入を迷っているのではないのでしょうか。また、

児童発達支援や放課後等デイサービスなどの事業導入を考えている

法人も多くなってきています。

　このような問題に対して、株式会社幼保経営サービス　コンサルティング

部では、保育業界に特化した事業付加、事業転換、事業承継等をおこ

なっております。保育施設を運営する法人の悩みに寄り添い、サポートし、

共に地域で選ばれる園を目指して取り組んでいきたいと考えております。

今後の経営に不安や迷っていることがあれば、当社に相談頂ければ

情報やノウハウをお届けいたします。

お問い合わせ相談フォーム https://www.ans.co.jp/youho/postmail/index.html

少子化は続くの？

どうする？
保育施設の経営

チャイルド社グループの幼保経営サービスだからこそできる経営コンサルで園を強力にサポートしています。

①経営 ・ 運営コンサル ②マーケティング ・ブランディングコンサル ③新園 ・ 新施設設立コンサル ④認定こども

園移行コンサルなどに関して、 分析 ・ 助言 ・ 提案 ・ サポートを行っています。

株式会社 幼保経営サービス　コンサルティング部


